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る震にな る如何な 国体的行動 責任をも分捨せねばな
らぬ。労働黛は反戦総罷業
の程々の意味を充分認識
此の議事通則は究の如くである。
してゐる。今列翠した此等の三大平和義務が戦
時に於て如何に趨用されるか
につき組織せる
附労働者階級や叉
全市
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民を指導せんが魚附労働組合曾議事通則第八僚によれば、戦争勃稜の危険ある場合には特
別曾議を召集すべき事を
示してゐる。
勢働組合運動が将来の職事を回避するに醤りその力の及ぶ限りの事を撞す備、
戦事勃護の危険ある時は産業上の行動を決定
すべく、
出来得れば宣戦布告以前に、
特別曾議を召集すべしo
間労働窯が直ちに翠すべき仕事は此の世界平和の
三大義務とそれより生十る世界平
和への忠賓の意義と重要性を
此の閣の輿論特に努働組合員に理解承認せしめ 事であ
る。
此の事は如何な
る政府も聯盟の規約を精紳
に於ても
法定に於℃も遵守し、英図政府が平和を守る
べき誓約を無硯して戦争に訴へんとする如き事態の護生を高度に不
可能にする最大 保障を輿へるであらう。併しあ
る政府にして戦争に訴へるが如き場合を顧慮し、労働黛政府は
岡策の手段としての戦争を否認す 英閣
の誓約を他閣に充分掌敬せしめる事を決意してゐる点を完全に明らかに
せねばならぬ。そじで
ある政府にしてその誓約を侵犯し
て英図を戦争に捲き込ま
う
とするならばそ
れは金問労働黛
政府の統一さ
れた力によって反謝されるであらう。
一見すれば此等の事賓は驚〈ぺき革命的
な主
義にさへ見えよう口併し綿密に検討す
れば
此等の主義はア
ング
ロ・サクソン族の政治的停統に於 叉人道主義
的民主主義的岡家観と英語圏民に共通な園家の個人に謝する関係
の槻点に於て明白である事が後見されるだらう。
此
等の英語圏民は常に一脂利岡家
を信じ決して権力圏家
なるも
の
L
を信じ
な
かったのである口
園家は人民の召使であって決
し
て人民の主人で
はないと彼等は断一一一目する
。何
となれば
一ーーー圃圃圃ふ
岡家は人民の得に存在し人民
の共通
の幸一臓に奉仕する潟に人民によって建設されたからである。
川河働窯の図際平和の主義が如何に密接に民主主義的停統に従っ
て
進ん
で来たかを
示す震に五十数年前オツクス
（一二）
フォード大挙道徳折同事教授トlマス・ヒル グリー が政治的義務の原理に閲する連績講義一に於
て現今古典と見倣
されてゐる「戦時に於ける闘家の個人に封する権利
」
なる標題の下に弐の様友問題を展開
したと云ふ事が想起
さ
れるのである。
ω
岡家はその管轄権内に於ける人民の共通の一明枇に奉仕すべき範聞にその正蛍たる成立が由来する。閤家の
日的は
その全圏民間に於ける権利と機舎の完全なる均等
を賓現する事でたければたらね口、特権階級とその後
民の免に妨害されてゐる多数の
人民を含む圏家は不完全でありその不完全は戦争
を誘致する執様を惹起し他
同家に釘する危機白根源となるのである
。
〈四〉
木書の最初の章に示されたが如〈岡家内に祉舎の貧富 懸隔を増大し
、内には一位命日的不正を起し、外に
は平和
を危険ならしむ市場獲得競争を生む企業 合同や猫占形態
に進む生産の私的利潤獲得の
組織か
ら生十る「平等
へ
の脅威」に我々の主義を趨用すると一五ふ特殊な
点を
除けば、グリーンの主義一は今日努働堂…
の主義と同一である
白
トlマス・ヒル・グリーンによっ
て
述べられた政治的デモクラシーの方法に於て彼の時代の扶態に遁用されたその
ゾ－ンアリート（五）
主義は賓．に枇舎主義者が今日に於て経済的批命
日的デモクラシーの方法に於て現代の扶勢に趨用する主義そのもの
である。
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